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JAOS FRONT BUSH BAR 
 

 

適応車種 ジムニー JB74 18.07~ 

約0.5時間 
 

 

 

取付参考時間 
 

作業難度 
 

①  パーツ交換/取付 

②   車体加工あり 

③  専門知識が必要 

④     分解整備 

必要工具 
 

メガネレンチ(HEX14x2本) 

メガネレンチ(HEX17x2本) 

トルクレンチ 

フロントブッシュバー取付要領書 

部品構成 

① 

② ③ 

④ 

このたびはJAOSフロントブッシュバーをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 

本書はフロントブッシュバーを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。 

＜ 作業後は本書を製品の使用者様にお渡ししていただき、使用者様は本書を大切保管してください。 ＞ 

 

 

 

 

⑤ 

構成部品名称 DESCRIPTION 数量 Q’TY 構成部品名称 DESCRIPTION 数量 Q’TY 

① ブッシュバー本体 
 1 ⑥ フランジ付ナットM10 

 2 

② バックプレート 運転席側 
 1 ⑦ フランジ付ナットM12 

 1 

③ バックプレート 助手席側 
 1 ⑧ スペーサー 

SPACER 
1 

④ フランジ付ボルトM10-35 
 2 ⑨ 両面テープ 

DOUBLE COATED TAPE 
1 

⑤ フランジ付ボルトM12-25 
 1  

 

 

⑥ ⑦ 

⑧ ⑨ 
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取付要領 
※図中や文中の○数字は構成部品のナンバーを示しています。 

・フロントバンパー(特に中央付近)やブッシュバー本体の

バーエンド周辺をダンボールなどを貼り付け保護します。 

 

作業は2人で行ってください。 

1人が本体①を支持し、もう1人が牽引フックの内側

にはめ込むと安全に取り付けができます。 

1人で作業を行うときは、牽引フック間がなかなか入

りづらいのでバンパーやブッシュバー本体にキズが付か

ない様、注意を払って作業を行ってください。 

助手席側側面 

助手席側裏面 

・牽引フック内側に本体①のステーの凸部がはめ込ま

れている事を確認し、逆側からバックプレート助手席

側③を合わせフランジ付ボルト④を差し込み反対側

からフランジ付ナット⑥で仮組みします。 

本体①を牽引フック内側

にはめ込みます。 

・フランジ付ボルト⑤を差し込んだ反対側からフランジ

付ナット⑦で仮組みします。 

 

ボルトの増し締めは指示があるまでは行わ

ないでください。 

本書の「仮組み」とは、工具を使わず締めて

いき、脱落などは起きないが止めている物同

士が多少動き、調整が出来る程度の固定

を指します。 

ダンボールなどで覆う 

ダンボールなどで覆う 

① ブッシュバー本体 
BUSH BUMPER 

本体を牽引フックに差し込む場合は、先に助手席側へはめ込んでおき、後から運転席側を

はめ込むと作業が簡単です。 

⑥ フランジ付ナットM10 
HEX.FLANGE NUT 

・本体の装着前に⑧スペーサーを付属の⑨両面テープ

で取り付け部に固定しておきます。表面の凹凸をサン

ドペーパー等で表面をならし脱脂してください 

⑤ フランジ付ボルトM12-25 
HEX.FLANGE BOLT 

④ フランジ付ボルトM10-35 
HEX.FLANGE BOLT 

③ バックプレート 助手席側 
BACK PLATE LH 

⑧ スペーサー 
SPACER 

⑨ 両面テープ 
DOUBLE COATED TAPE 

⑦ フランジ付ナットM12 
HEX.FLANGE NUT 
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装着状態の確認 

装着後には必ず取付確認を行ってください。 

ボルト類の締め付け忘れなどにより本体が脱落する恐れがあり大変危険です。 

・全体の組付けが完了したら牽引フックを揺さぶり、異音がしないかを確認してください。 

・各ボルトの締め付け部をもう一度締め付け、増し締めされているかを確認してください。 

初版 

  

2021年3月12日 

運転席側裏面 

・運転席側同様、牽引フック内側に本体①のステーの

凸部がはめ込まれている事を確認し、逆側からバック

プレート運転席側②を合わせフランジ付ボルト④を差

し込みます。 

運転席側側面 

⑥ フランジ付ナットM10 
HEX.FLANGE NUT 

② バックプレート 運転席側 
BACK PLATE RH 

④ フランジ付ボルトM10-35 
HEX.FLANGE BOLT 

・フランジ付ボルト④を差し込んだ反対側からフランジ

付ナット⑥で仮組みします。 

 

・本体①の上下の向きを調整し、ボルトを増し締めし

ます。   推奨締付トルク：30～40Ｎ・m 


